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全国調査問題は、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考にすることができます。
今号では、中学校国語科の問題を基にした授業改善のポイントを紹介します。

教師が読む場面を指定する発問 生徒の自己決定を促す発問

第〇場面を読ん
で、登場人物の
□□の人物像に
ついて話し合い
ましょう。

Ⓒ県「ももっち・うらっちと仲間たち」

今号のポイント

自己決定の場を設ける

生徒が「自己決定する場」を授業の中に位置付け
ましょう！

「中学校学習指導要領解説 国語編」では、〔思考力、判断力、表現力〕の各領域におい
て、自分の考えを形成する指導事項が位置付けられています。全ての領域や単元で自分事と
して考える発問を設定しましょう！

全国学力調査の問題（令和５年度 ３ 四）で確認してみましょう。

山田さんは、「■「判じ絵」の解読の面白さ」に【図３】としてもう一つ具体例を示して、解
読の仕方を説明しようとしています。あなたなら、どのように書きますか。次の〈候補〉のＡ、
Ｂから一つ選び（どちらの〈候補〉を選んでもかまいません。）、「【図３】は、」に続けて、
【図２】の説明の仕方を参考にして書きなさい。

解読の仕方を説明するに当
たって、何を取り上げるかを
生徒が選ぶことができるよう
になっています。

どのような発問をすればよいのかな？
（例）「Ｃ 読むこと」に関わる授業

私は、〇場面の□□の
言動を選ぼうかな。

どうしてそこにしたの？

言動に□□の優しさが
表れていたからだよ。

教科の学習では、教師が自己決定の場を意図的に位置付け、生徒が自ら考え、選択し、発表
する等の体験ができるようにして、資質・能力を育成することが求められます。
生徒指導提要（改訂版）にも、学校生活における学び合い等の経験を通して、学ぶこと、生

きることなどの価値や課題を見いだし、その過程において、自らの生き方や人生の目標が徐々
に明確になることが示されています。そのためには、自らの行動を決断し、実行する「自己指
導能力」の重要性が示され、その獲得を支える視点に「自己決定の場」があります。

あなたが一番印
象に残る場面を
選び、その理由
を話し合いま
しょう。
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